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研究成果の概要：日本語と英語の動詞を中心に名詞、形容詞、副詞、前置詞が用いられる統語

構造・形態構造がそれらの語彙的意味とどのように対応するかを結果構文、中間構文、受身文、

複合語、派生語など多様な現象について考察し、語彙概念構造とクオリア構造を一体化するこ

とによって、形態・意味・統語を包括した総合的なレキシコンの理論を提示した。更に、そこ

から得られた理論的成果を大学上級学年から大学院の言語学所学者に平易に解説し、言語分析

の手助けとなる概説書を上梓した。 

 
 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

平成 17年度 4,800,000 円  0 円  4,800,000 円 

平成 18年度 3,400,000 円   0 円  3,400,000 円 

平成 19年度 3,400,000 円  1,020,000 円  4,420,000 円 

平成 20年度 3,000,000 円  900,000 円  3,900,000 円 

  年度    

総 計 14,600,000 円  1,920,000 円  16,520,000 円 

 
 

研究分野：言語学 

科研費の分科・細目：人文学・言語学 

キーワード：レキシコン、形態論、辞書的意味、語彙情報、構文、語彙概念構造、クオリア構
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１．研究開始当初の背景 
(1)研究代表者は，『語彙の構造』(1980 年、
市河賞)、『文法と語形成』(1994 年、金田一
賞)、『動詞意味論』(1996 年)、『語形成と概
念構造』(1997 年、共著)、『形態論と意味』
(1999 年)、『ケジメのない日本語』(2002 年)
などの研究書および国内外の専門誌におけ
る論文において、日本語および英語の動詞語
彙を中心に意味構造と統語構造・形態構造と
の関係を解明してきた。 
(2)これらの個人研究と並行して，1993 年か

らは「関西レキシコンプロジェクト（KLP）」
と称する語彙とレキシコンに関する研究会
を主宰し、この研究グループを中心にして、
平成 10 年度－12 年度科学研究費補助金基盤
研究 (Ｃ) (２)「日英語コーパスに基づく総合
的レキシコン理論の開発」（課題番号
10610524、研究代表者 影山太郎）、平成 14
年度－16 年度科学研究費補助金基盤研究 
(Ｂ) (１)「形態・意味・統語を包括する統合
的語彙理論の構築」（課題番号 14310225、研
究代表者 影山太郎）で研究を進めてきた。 
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２．研究の目的 
(1)上記の平成 14-16 年度基盤研究 (B)(1)
「形態・意味・統語を包括する統合的語彙理
論の構築」を発展・充実させてレキシコン理
論の最終的な形を整え、意味論・形態論・統
語論・語用論に関わる語彙情報を総合的に捉
えることによって，日本語から海外に発信で
きる総合的なレキシコン理論を開発する。 
(2)加えて，理論開発から得られた知見を言
語学教育に応用するという社会貢献を付随
的な目的として想定する。 
 

３．研究の方法 
(1)研究代表者および研究分担者（研究連携
者）の個人研究をベースにして、関西レキシ
コンプロジェクトの研究例会を基本的に月
一回開いて研究発表を行い、批判的検討を行
った。また、この研究集会では随時、他大学
の研究者を招聘し、研究交流を図った。 
(2)上記研究例会での発表を発展させたもの
を、国内だけでなく、アメリカ、イギリス、
ギリシア、ドイツ、フランス等の専門誌・論
文集および学会・国際集会で発表した。 
(3)2007 年 9 月に中国・北京大学で開かれた
「2007中日理論語言学研究国際フォーラム」
で研究代表者が基調講演を、二人の研究分担
者が研究発表を行った。 
(4)理論研究を初年度から行ったのに対して、
二年目からは成果の言語学教育への応用と
して概説書の執筆を決め、関西レキシコンプ
ロジェクトの研究例会で毎月、原稿のチェッ
クを行った。 
 

 

４．研究成果 
本研究課題では従来見逃されてきた現象に
ついて多数のデータを発掘し、理論的分析を
行ったが、項目にまとめると次の５点に集約
される。 
(1) レキシコンにおける意味表示の画定。結
果構文、中間構文、移動動詞構文、擬態語動
詞などを中心にして、従来あいまいにされて
きた語彙的意味と構文的意味，語用論的意味
の区別を明確化し、語彙の意味構造が統語構
文から受ける作用や，語用論的知識が辞書に
慣習化される条件などを、語彙概念構造とク
オリア構造を融合させることによって明ら
かにした。  
 (2) 出来事と属性の叙述機能の解明。従来、
構文的ないし語用論的な性質と見なされる
傾向にあった属性の叙述と出来事の叙述の
相違を、受身文、再帰構文、目的語省略構文、
動作主複合語など多数の現象によって明ら
かにした。 
(3)語彙の生成力と多義性のメカニズムの解
明。既存の語彙の意味からメタファーやメト

ニミーによって複雑な意味が発生するメカ
ニズムをクオリア構造によって説明した。 
(4)形態構造と統語構造の形態的連続性の解
明。テ形動詞＋動詞の連鎖や、語プラスと呼
ばれる形態単位に基づいて、形態構造と統語
構造が境界線を持ちながらも連続体を形成
することを明らかにした。 
(5)理論研究の言語学教育への応用。理論研
究の成果を社会に還元するため，大学・大学
院の言語学教育で使用できるような語彙
論・語彙意味論の入門的教材を開発した。 
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